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例　言

１.	 本書は、松原市教育委員会が令和４年度に国庫補助事業として実施した市内遺跡発掘調査等事業の報告書である。

２．発掘調査は令和４年（2022）４月１日に着手し、令和５年（2023）３月 31 日に終了した。ただし、本書には、整理

作業等の都合から、令和４年４月１日～令和４年 12 月 28 日に実施した発掘調査及び令和２・３年度（2020・2021）

に実施した個人住宅建築工事に伴う岡遺跡本発掘調査E7-３-52・53 の調査結果を収録している。
３.	 現地調査は樫木規秀・芝田和也が担当した。また、整理作業ならびに本書１～３の執筆・編集は樫木、４の執筆は大

矢祐司が担当した。

４.	 本書で用いた平面座標値は、全て世界測地系（2011 成果）による平面直角座標系第Ⅵ系の数値で、ｍ単位で表記した。

また、本発掘調査図面の方位は座標北を使用し、確認調査図面の方位は真北または座標北を使用した。なお、水準は

東京湾平均海面高（Ｔ．Ｐ．）を基準とした（例：H=10.00 ｍ）。

５.	 発掘した遺構は、検出順にアラビア数字で通し番号を付し、その後ろに遺構の種類を文字で付して、遺構台帳を作成

した（例：S001 溝）。なお、本書では、紙幅の都合上「S」記号、２・３桁目の「０」を省略して掲載した（例：1溝）。

６.	 地層の土色については、確認調査は担当者の目視により、本発掘調査は小山正忠・竹原秀雄編『新 標準土色帖 2016

年版』（農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）を用いて目視により比定した。

７．各図面は、適宜縮尺を変えており、図ごとにスケールバーを掲載し、キャプションに縮尺を表示した。

８.	 出土遺物実測図の断面は、土師器を白抜き、須恵器の断面を黒色で塗り表現した。

９．遺構写真・遺物写真の撮影は樫木が行った。なお、遺物写真の縮尺は任意である。

10．	調査の実施にあたり、事業者及び関係者の皆様にご協力を得た。記して謝意を表したい。

11.	 本書の作成にあたり、下記の報告書を参考にした。

　　大阪府教育委員会  1993 『岡２丁目所在遺跡発掘調査概要報告書』

　　松原市教育委員会  2020 『河合遺跡（C6-３-14）』
12．	調査に関わる出土遺物・図面・写真等の記録類は松原市教育委員会が保管している。
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図１　発掘調査位置図
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　位置図
番号

遺跡名・
調査番号 調査場所 調査面積

（㎡） 調査期間 調査結果 工事目的

１ 堀遺跡
C4-３-26

松原市天美南４丁目
278-６、278-７ 2.0 2022.05.19 遺構・遺物なし

（慎重工事） 個人住宅

２ 丹南遺跡
E8-４-55

松原市丹南３丁目
687の一部 2.0 2022.07.12 遺構・遺物なし

（慎重工事） 個人住宅

３ 上田町遺跡
E5-４-98

松原市上田２丁目
305-107 2.25 2022.07.12 遺構・遺物なし

（慎重工事） 市道整備

４ 南新町遺跡
C6-３-37

松原市南新町３丁目
225-１の一部 7.5 2022.08.10 遺構・遺物なし

（慎重工事） 公共施設整備

５ 新堂遺跡
E6-３-86

松原市新堂１丁目
562-６、562-７ 1.64 2022.09.08 遺構・遺物なし

（慎重工事） 個人住宅

６ 堀遺跡
C4-３-27

松原市天美南 4丁目
278- ８ 2.0 2022.10.14 遺構・遺物なし

（慎重工事） 個人住宅

位置図
番号

遺跡名・
調査番号 調査場所 調査面積

（㎡） 調査期間 遺構・遺物 工事目的

７ 岡遺跡
E7-３-52 松原市岡2丁目618-８・９ 21.0 自　2021.02.01

至　2021.02.05 柱穴・溝・土坑 個人住宅

８ 岡遺跡
E7-３-53 松原市岡2丁目618-10 	9.03 自　2021.04.06

至　2021.04.08 柱穴・土坑 個人住宅

種別 発掘調査 工事立会 慎重工事

93条第１項 25 34 255

94条第１項 	2 	2 16

合計 27 36 271

１．市内の開発事業と発掘調査

２. 確認調査結果

堀遺跡（Ｃ4-３-26）位置図番号：１ 丹南遺跡（Ｅ8-４-55）位置図番号：２

　令和４年度（2022）４月～ 12 月までに受け付けた
文化財保護法第 93 条第 1項に基づく届出、第 94 条第
１項に基づく通知の件数は、334 件である（表１）。
　令和４年度確認調査、令和２・３年度（2020・
2021）の本発掘調査は表２・３のとおりである。

　調査地は堀遺跡の南端に位置する。対象地に１か所
の調査区を設定し、GL－1.2 mまで掘削した。耕土よ
り下層は、西除川の氾濫堆積物と考えられる砂が主体
であった。地山、遺構・遺物は確認されなかった。

　調査地は丹南遺跡の中央付近で、江戸時代前期～明
治時代初頭の丹南藩陣屋内の南東に位置する。対象地
に１か所の調査区を設定し、GL－ 0.65 mまで掘削し
た。地山は確認したが、遺構・遺物は確認されなかった。

表 2　令和４年度確認調査一覧（令和４年４月１日～ 12月 28日）

表 3　令和２年度～令和３年度本発掘調査一覧

図 2　堀遺跡調査区全景（西から） 図 3　丹南遺跡調査区全景（南から）

表１　文化財保護法第93・94条に基づく届出・通知取扱

　　　い別集計（令和４年４月１日～12月28日）
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調査地

GN

0 100m(1:5000)
（松原市教育委員会 2020）

本発掘調査地
C6－3－14C6－3－14

本発掘調査地
（松原市教育委員会 2020）

0 ５m(1:250)

TN

上田町遺跡（Ｅ5-４-98）位置図番号：３

南新町遺跡（C6-３-37）位置図番号：４ 堀遺跡（Ｃ4-３-27）位置図番号：６

新堂遺跡（E6-３-86）位置図番号：５

　調査地は堀遺跡の南端付近に位置する。対象地に１
か所の調査区を設定し、GL－1 mまで掘削した。耕土
より下層は西除川の氾濫堆積物と考えられる砂が主体
であった。地山、遺構・遺物は確認されなかった。

　調査地は上田町遺跡の東端に位置し、開析谷を利用
した溜池である旧寺池の南西堤体付近にあたる。対象
地に１か所の調査区を設定し、GL－1.3 mまで掘削し
た。地山、遺構・遺物は確認されなかった。

　調査地は、南新町遺跡の南端に位置し、南東で、奈
良時代の官衙と考えられる長舎建物が確認されてい
る（C6-３-14）。対象地に２か所の調査区を設定し、
GL－1.3～1.4 mまで掘削した。Tr.１では地山を確認し
たが、Tr.２は全面に攪乱を受けていた。両調査区と
も遺構・遺物は確認されなかった。

　調査地は新堂遺跡の中央付近に位置する。対象地に
１か所の調査区を設定し、GL－1.35 mまで掘削した。
耕土より下層は安定した堆積を示していた。地山、遺
構・遺物は確認されなかった。

図 4　上田町遺跡調査区全景（東から） 図７　新堂遺跡調査区全景（西から）

図６　南新町遺跡調査地位置図（1：5000）

図８　堀遺跡調査区全景（西から）

図９　堀遺跡C4－ 3－ 26確認調査区配置図（１：250）

図５　南新町遺跡 Tr.1 調査区全景（東から）
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1　褐灰色細～中砂

2　灰色細～中砂

3　にぶい黄褐色混
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図 11　各確認調査土層柱状図（１：40）図 10　各確認調査区配置図（１：250・300・400・500）
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1　5B7/1　明青灰色細砂（粘性あり）
2　N7/ 　灰色細砂（遺物含む）
a　10YR8/8　黄橙色微細砂～細砂
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３．岡遺跡（E7-３-52・53）発掘調査結果

（１）発掘調査の概要

（３）E7-３-52検出遺構・出土遺物

（２）基本層序

　本章では、令和２・３年度（2020・2021）に、個人
住宅建築工事に伴う本発掘調査２件の調査結果を報告
する。隣接する調査であるため、まとめて報告する。
調査番号は南側がE7-３-52、北側がE7-３-53である
（図12）。調査期間等は表３を参照されたい。
　なお、周辺の調査については、本調査地の西隣接地
で、宅地造成工事に伴い道路部分の一部を松原市教育
委員会が本発掘調査を行い、奈良時代～平安時代中期
頃を中心とする柱穴や馬歯の出土を確認した（E7-３
-45・48：報告書未刊行、図20）。
　また、本調査地の南側では、大阪府営松原岡住宅建
替に伴い大阪府教育委員会が本発掘調査を行い、古墳
時代後期の方墳、奈良時代の掘立柱建物群、平安時代
末期の大型建物のほか、松原市域では貴重な発見と
なった鎌倉時代～室町時代前期の鋳造関連遺構・遺物
などが見つかっている（大阪府教育委員会	1993）。

　検出した遺構は、柱穴14基、土坑６基、溝２条であ
る。以下、遺物が出土した遺構を中心に報告する（図
14～16）。
３土坑　調査区西部で検出した土坑である。南北0.64
ｍ、東西0.5 ｍ、深さ0.18 ｍをはかる。４土坑を切
る。
６溝　調査区南西部で検出した東西溝で、検出長0.55
ｍ、幅0.53～0.7ｍ、深さ0.2 ｍをはかる。
７柱穴　調査区北東部で検出した。長軸0.2ｍ、短軸
0.15ｍ、深さ0.25ｍをはかる。８土坑の埋没後に形成
されている。
８土坑　調査区北東部で検出した。北東～南西方向に
展開するとみられる。検出幅3.4 m、検出長1.7ｍ、深
さ0.2ｍをはかる。遺構南端は９溝に切られている。
　当遺構からは土師器皿・土師器甕・製塩土器・須恵
器杯が出土した。１はての字状口縁の土師器皿で、11
世紀前半～中頃に帰属する。２～５は製塩土器であ
る。２～４は直径１～２mm大の砂粒を多量に含む。
８～９世紀代に帰属するものであろうか。９は土師器
甕で、頸部から口縁部にかけてくの字状を呈する。８
～９世紀代とみられる。10は土師器甕で、口縁部は
大きく外方向に開き、口縁端部は上方に肥厚する。８
世紀代とみられる。７・８は須恵器杯Bで、８世紀末
～９世紀前半頃と思われる。
９溝　調査区中央部で検出した東西方向の溝で、検出
長0.55ｍ、幅0.24～0.5ｍ、深さ0.3ｍをはかる。19柱穴
を切る。
　本遺構からは、土師器甕11が出土した。頸部は直
立ぎみに立ち上がり、外面にはユビオサエ痕跡が認め
られる。８世紀後半～９世紀前半とみられる。
16柱穴　調査区北西部で検出した直径0.25～0.3ｍ、
深さ0.44 ｍの柱穴である。
　本遺構からは、土師器皿６が出土した。口縁端部は
横方向に引き出している。11～12世紀代に帰属するも
のであろうか。

　調査地は、昭和17年（1942）の航空写真では耕作地
であるが、その後公園を経て、宅地となった。
　基本層序は、上から盛土、耕土、床土または旧耕土
層、地山である黄橙色微細砂～細砂及び黄橙色粘土の
順である（図13）。遺構面は１面で、地山面上で確
認した。遺構面の標高は、E7-３-52・53ともほぼ同一
で、30.6～30.7ｍである。

図 12　松原市教育委員会本発掘調査区配置図（１：2500）　

図 13　E7－ 3－ 52・53土層柱状図（１：40）

4



１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８

９

10

11

１～５・７～ 10：8土坑、
６：16 柱穴第１層、11：9溝 (1:4)0 10cm

Y-40,694

X-159,110X-159,108X-159,106X-159,104X-159,102X-159,100

Y-40,696

Y-40,698

Y-40,700

G
N

16柱穴

17柱穴

18柱穴

8土坑

７柱穴

21柱穴9溝

19柱穴 12柱穴

11土坑

1土坑

13柱穴

４土坑

３土坑 ６溝

20土坑

15柱穴

8土坑

20柱穴

14柱穴５柱穴

0 2m(1:100)

H=30.9m
W E

Y-40,699.5

H＝30.9m
X-159,099

N S

X-159,110

H=31.0m
X-159,102 X-159,100

NS

N S
H=30.9ｍ

WE
H=30.9m

Y-40,697

１

２

１ ２ ３

２１

１
２１

２

１　10YR6/1　褐灰色細砂
　　  【７柱穴】

２　N7/　灰白色微細砂～細砂
         【８土坑】

１　N8/ 灰白色微細砂～細砂【9 溝】

２　N7/ 灰白色細砂（若干粘性あり、土器含む）【８土坑】

３　N7/ 灰白色微細砂～細砂

１　10YR5/1　褐灰色細砂
２　10YR8/1　灰白色細砂混粘土
　　（10YR8/8　黄橙色微細砂混粘土
　　 混じり）

１　N8/　灰白色細砂混粘土
２　10YR7/1　灰白色シルト
　　～微細砂混粘土
　　（１・２とも 10YR8/8　黄橙色
　　微細砂混粘土ブロック混じり）

１　10YR8/1　灰白色シルト混粘土
　　 （10YR8/8　黄橙色細砂混粘土
　　 ブロック混じり）

7 柱穴・8土坑

8土坑・9溝

16 柱穴

6溝3土坑

(1:40)0 1m (1:60)0 1m
※８土坑・９溝のみ

図 14　E7－ 3－ 52遺構平面図（１：100）

図 16　E7－ 3－ 52出土遺物実測図（１：４）　図 15　E7－ 3－ 52遺構断面図（１：40・60）　
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土器

カクラン

遺物番号 17

X-159,084 X-159,086 X-159,088

Y-40,698

Y-40,700

G
N

8 柱穴

12土坑
10柱穴

11柱穴

1柱穴

2土坑

４柱穴 ５柱穴

(1:40)0 1m

H=30.8ｍ
Ｓ Ｎ

H=30.8ｍ
X-159,087

SN

X-159,088.5

H=30.8m
W E

Y-40,700

H=30.8ｍ
X-159,086.5

SN

1

12
3 4

１

２
３

４

4

1
2

3

4

５

１　10YR8/8　黄橙色細砂混
　　10YR8/1　灰白色細砂

１　10YR7/1　灰白色細砂【10柱穴】
２　N7/　灰白色細砂混
　　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土【10柱穴】
３　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土混
　　10BG7/1　明青灰色細砂【11柱穴】
４　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土【11柱穴】　

１　10YR7/1　灰白色細砂混粘土
２　N8/　灰白色微細砂～細砂
３　10YR7/1　灰白色細砂混粘土
　　（若干中砂混じり）
４　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土混
　　N8/　灰白色微細砂～細砂
　　
　　

１　10YR8/1　灰白色細砂【４柱穴】
２　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土混
　　10YR8/1　灰白色細砂【４柱穴】
３　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土【４柱穴】
４　10YR6/1　褐灰色細砂【５柱穴】
５　10YR6/1　褐灰色細砂混
　　10YR8/8　黄橙色細砂混粘土【５柱穴】　
　　

1 柱穴

2土坑

10・11 柱穴

4柱穴・5柱穴

(1:40)0 1m

（４）E7-３-53 検出遺構・出土遺物

　検出した遺構は、柱穴８基、土坑２基である。調査
区中央部には南北方向の攪乱があり、遺構は残存して
いなかった。以下、遺物が出土した遺構を中心に報告
する（図17～19）。
１柱穴　調査区南部で検出した。長軸0.53 m、検出短
軸0.29 m、深さ0.1ｍをはかる。
　本遺構からはての字状口縁をもつ土師器皿12が出
土した。11世紀前半～中頃に比定できる。
２土坑　調査区南部で検出した。検出長軸 1.75 ｍ、
検出短軸 0.43 ｍをはかる。掘削は検出面－0.25 ｍま
で行った。
　本遺構からは、ての字状口縁をもつ土師器皿13と
土師器鍋または甕の把手17が出土している。13は11
世紀前半～中頃、17は８世紀代と思われる。
４・５柱穴　４柱穴は直径0.38～0.45ｍ、深さ0.3 m、
５柱穴は検出長軸0.47m、検出短軸0.41 m、深さ0.3 m
をはかる。４柱穴が５柱穴を切る。
10・11柱穴　10柱穴は直径0.4 m、深さ0.36ｍ、11柱
穴は検出長軸0.26 m、検出短軸0.2 m、深さ0.23 mを
はかる。10柱穴が11柱穴を切る。
　10柱穴からは土師器杯14が出土した。口縁端部は
内側に巻き込む。８世紀代と思われる。
遺構面出土遺物　15・16は高台付きの粗製土師器杯
とみられ、８世紀末～９世紀前半頃と思われる。図 18　E7－ 3－ 53遺構断面図（１：40）

図 17　E7－ 3－ 53遺構平面図（１：40）
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12 13 14
15

16 17

12：1 柱穴、13：２土坑第１層、17：２土坑第４層、
14：10 柱穴第２層、15 ～ 16：遺構面上

(1:4)0 10cm

番号 名称 長さ(cm) 幅 (cm) 厚み (cm)

31 井戸枠・板材 114.4 28.0 3.8

32 井戸枠・板材 109.3 28.8 3.5

４．三宅遺跡出土木製品保存処理

（５）まとめ

　今回の調査では、小規模な調査面積ではあったが、
柱穴や土坑など集落に関わる遺構を検出した。出土遺
物が少ないことや遺構によっては時期幅のある遺物が
出土したため、詳細な年代は比定できなかったが、概
ね８世紀代～11世紀代の遺構・遺物と考えられる。
　奈良時代の遺構・遺物は南側の大阪府教育委員会調
査地点でも確認されており、人々の活動の痕跡が本調
査地付近まで広がることがわかった。
　一方、平安時代前期～中期頃の遺構・遺物は、南側
の大阪府教育委員会調査地点では確認されていないよ
うだが、本調査地に隣接する松原市教育委員会の調査
（E7-３-45・48）でも、この時期の遺構・遺物が確認
されている。そのため、平安時代前期～中期頃の集落
は本調査地付近に所在する可能性が十分考えられる。
また、隣接する本発掘調査E7-３-45 実施前の確認調
査では、E7-３-45・48 の西側には遺構・遺物は確認
できなかったため、今回の調査で確認した集落域は東
側に展開する可能性がある。
　この後、12世紀後半になると、集落の中心は南側の
大阪府教育委員会調査地点に移ると考えられる。
　現時点では、未報告の発掘調査があるため、調査地
付近の土地利用の変遷については改めて整理したい。

　令和４年度の国庫補助事業として実施した出土品の
保存処理について報告する。保存処理の対象は、平
成23年度（2011）の民間開発に伴う三宅遺跡（E3-３
-30）の発掘調査で出土した木製品である。調査では
９～10世紀の遺物を伴う１井戸を検出しており、内部
には木製の井戸枠が残存していた。井戸枠は、上段
が横長の板材４枚を平面正方形に組み合わせ２段積み
上げる構造で、下段は船底を転用した縦長材（長さ約
1.8ｍ）を４枚と建物の柱材１本を平面円形に組み合
わせた構造で、現地に埋没保存した下段の縦長材２枚
以外は全て取り上げている。井戸枠下段の部材は長大
なため日陰で自然乾燥の後に室内で保管しており、上
段の部材は槽内に水漬けで保管している。
　今回は、井戸枠上段の板材のうち依存状況が良好な
２枚について保存処理を実施した。樹種同定の結果、
２枚とも針葉樹のヒノキ科ヒノキ属（Chamaecyparis 

sp.）であった。これらの保存処理については高級ア
ルコール法（特許出願公開番号2013-181018「動植物
又は出土文化遺物の保存方法」）を採用し、株式会社
吉田生物研究所に業務を委託した。処理に使用した薬
品は低級アルコール（メチルアルコール）及び高級ア
ルコール（オクタデカノール）で、破片がないため処
理後の接合と補彩色は実施していない。

図 19　E7－ 3－ 53出土遺物実測図（１：４）

図 20　E7－ 3－ 45調査区全景（東から） 図 22　木製品（番号 32）保存処理前状況写真

図 21　木製品（番号 31）保存処理前状況写真

表 4　保存処理実施木製品法量一覧
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図 23　E7－３ー 52　1・11土坑検出状況（東から）

図 24　E7－３ー 52　３土坑断面（南から）

図 25　E7－３ー 52　16柱穴断面（北から）

図 26　E7－３ー 53　調査区全景（北から） 図 30　E7－３ー 53　10・11柱穴断面（西から）

図 27　E7－３ー 53　東壁断面（西から）

図 28　E7－３ー 53　１柱穴完掘状況（東から）

図 29　E7－３ー 53　２土坑全景（西から）
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図 32　E7－３ー 53出土遺物

図 31　E7－３ー 52出土遺物

７ ８ ６

11９

1617

12 13 14 15
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  個人住宅建築工事等に伴う確認調査では、今後の埋蔵文化財保護のための基礎資料を得ることができた。　
  岡遺跡（E7-３-52・53）では、奈良時代～平安時代中期頃の集落を確認した。
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